
氏名 栗田美由紀

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

平安時代の花文
に関する一考察

単 平安時代後期に流行した宝相華
文の変遷をたどり、和風文様の
成立過程について論じた。

概　　　　　　　要

平　成　１９　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

美術史学会・文化財保存修復学会・日本文化財科学会

古代の装飾文様と色彩の研究

1998年３月奈良大学大学院文学研究科文化財史料学専攻博士前期課程修了

文学修士

最終学歴

（学術論文）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

所属学会

研究課題

美術史（日本古代美術工芸史）

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

平成17～19年度科学研究費若手研究（Ｂ）「装飾文様における『和様』の成立」研究代表
者。平成18～21年度科学研究費平成18年度基盤研究Ａ（海外学術調査）「レバノン国所在壁
画地下墓の保存修復研究」研究分担者。

平成19年度文化財学科海外研修旅行引率

あすか塾セミナー講演１回（飛鳥保存財団）・生協文化講座講演２回

学生指導委員・紀要編集委員・奈良大学博物館学芸員
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